
船舶事故等調査報告書 

平成２３年４月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１１神第１号 

事故等種類 運航不能（機関損傷） 

発生日時 平成２２年８月５日 ２０時３０分ごろ 

発生場所 石川県輪島市沖  

輪島市猿山岬灯台から真方位２７０°５海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３７°１９.５′東経１３６°３７.３′） 

事故等調査の経過  平成２３年１月４日、本インシデントの調査を担当する主管調査官（神

戸事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 瑞穂
みずほ

丸、６.９９トン 

ＩＫ２－３９９３（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機ピストン、シリンダライナ、主軸受メタル、クランクピン軸受メタ

ル、ピストンピンなど焼損 

 事故等の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、漁場に向けて能登半島の西側沿岸を北

進中、平成２２年８月５日２０時３０分ごろ、猿山岬灯台から真方位２７

０°５Ｍ付近において、主機の潤滑油（以下「ＬＯ」という。）圧力低下警

報装置が作動するとともに異音が生じるようになった。 

船長は、機関室に急行し、主機のＬＯこし器からＬＯが漏れているのを

認め、直ちに主機を停止した。 

本船は、運航の継続を断念し、船団の操業が終了するのを待ち、翌６日

０３時３０分ごろ、僚船にえい
．．

航され、０７時３０分ごろ、出港した石川

県志賀町富来漁港に帰港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 なし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 インシデント直後、船長は、クランク室のＬＯが著しく減少し、検油棒

に付着しないまで低下していることを確認した。 

帰港後、修理担当者の点検及び調査で次のことが判明した。 

①ＬＯこし器は、蓋に付けられるＯリングの正規本数は１本であるが、

本インシデント時には２本取り付けられていた。 

②船長は、前回のＬＯこし器内エレメント新替時、それまで取り付けら

れていたＯリングを取り外さずに新しいＯリングを重ねて取り付けた。 

③２本のＯリングが、蓋の内側から飛び出す形で損傷していた。 

④Ｏリングの損傷部分からＬＯが漏えい
．．

していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

 本船は、能登半島の西側沿岸を漁場に向けて北進

中、主機ＬＯこし器からＬＯが漏えい
．．

したことか



ら、ＬＯ圧力が低下して機関各部の潤滑が不良とな

り、主機のピストンやシリンダライナなどが焼損し

たものと考えられる。 

ＬＯこし器は、エレメントを新替した際、船長が

それまで取り付けられていたＯリングを残したま

ま新しいＯリングを重ねて取り付けたことから、損

傷したものと考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が、能登半島の西側沿岸を漁場に向けて

北進中、主機ＬＯこし器からＬＯが漏えい
．．

したため、ＬＯ圧力が低下して

機関各部の潤滑が不良となり、主機のピストンやシリンダライナなどが焼

損したことにより発生したものと考えられる。 

 




